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 国家事業として⽔素・燃料電池に関する技術開発を継続しており、エネファームやFCVを世界で初め
て市場投⼊するなど、⽇本は当該分野の技術開発・実証において世界をリードしている。

 世界動向をしっかりと把握しつつ、⽇本の技術⼒の更なる向上に向けて、事業の取組評価による、
ユーザー側からのニーズの提⽰、新たなシーズの発掘により、産学官全体に渡る活性化を図った。

 本ウィークで技術開発の課題を洗い出し、⽔素・燃料電池技術開発戦略の策定に向けて、「⽔
素・燃料電池分野における技術開発の重点分野について」を発表した。

⽔素・燃料電池プロジェクト評価・課題共有ウィーク

プログラム 評価ウィークのスキーム
主催︓経済産業省・NEDO 参加者︓延べ1,000名程度
発表数︓47件（評価対象は22件） 事業の取組評価

産学官全体に渡る活性化

新たなシーズの
発掘

ユーザー側からの
ニーズ提⽰

【参考】


